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研究の 目 的
学級の軸 と な る活動をすえた生活科学習 は， いかに総合的な学びを生

み出すかを 明 ら かにする .

キー ワ ー ド 生活科 生活 暮 ら し 総合的 創 り 出す

実践の 目 的
生活科の軸を 「 さ んぽ」 に据え， そ の 中 での子 ど も の興味 ・ 関心や思

いを大切に した学習 を展開 してい く .

実践者名 第一著者， 第二著者 と 同 じ

対象者
- 長野市立戸隠小学校 1�2 年生 (22 年度入学児童) (24 名)

- 東筑摩郡山形村立山形小学校 1�2 年生 (22 年度入学児童) (29 名)

実践期間 2010 年 4 月 ""-'2011 年 6 月

実践研究の
(1) í さ んlま」 を行 う に あたっ てのね ら い， 留意事項の検討

(2) í さ んぽ」 の 中 での個の育ちゃ， 興味 ・ 関心の捉え
方法 と 経過

(3) 子 ど も の興味 ・ 関心， 思い に基づ く 学習 の展開

(1) í さ んぽ」 を軸 と した学習 は， í季節の変化 と 生活J í 自 然や物 を使っ

た遊びJ は も ち ろ ん， í動植物の飼育 ・ 栽培J í学校 と 生活J í地域 と

生活J í生活や出来事の交流J í 自 分の成長」 と し 、 った多く の生活科の
実践か ら 内容が絡んで、 く る .
得 られた (2) í さ んぽ」 を軸 と した学習は， 生活科での学習内容の広が り と と も に，

知見 ・ 提言 詩 (国語) ， ひき算 (算数) ， 工作 (図工) ， 歌 (音楽) ， バ ラ ンス感覚

(体育) と い っ た他教科の内容に も広がっ てい る .

(3) í さ んlま」 を軸 と した学習 は， 教師側の 「活動を広げよ う 」 と い う 意

識ではな く ， 子 ど も の興味 ・ 関心や思い に よ っ て広が ってい く .
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1 研究課題

生活科学習は， 文字通 り 「子 ど も の生活」 か ら ス タ ー ト す る . そ して， 生活の 中で出会

う も の ・ こ と ・ 人 と の直接的なかかわ り か ら ， それ ら に思いを寄せ， それ ら を 自 分に と っ

て意味あ る も の に してし 、 く 学習であ る と 考え る . 生活の中 には国語や算数 と いっ た教科の

枠はな く ， 学習は 自 ず と 総合的 ・ 合科的にな る はずであ る . 加納 ・ 野 田 (2005)は， í生活科

のルーツ は大正新教育運動 に あ る 」 と 述べ， 長野師範附属小学校で、の研究学級や奈良女子

高等師範学校附属小学校での合科学習 と いっ た 「生活 と 学習 を一体的に と ら えた教育J の

意味や効果を明 ら かに して いる .

し か し な が ら ， 多 く の学校 ・ 学級の生活科年間指導計画を見 る と 「学校探検を し よ う 」

「春 さ が し を し よ う J íアサガオを育て よ う J í七夕 を し よ う J í秋 さ が しを しよ う J í乗 り

物遠足 を し よ う J í冬の遊びを し よ う 」 と 単元名 が細切れに配列 さ れている だけで， その学

級の暮 ら しが見えて こ ない. おそ ら く 実際の授業 も ， 内容を網羅する よ う に単発的な単元

を一つ一つ こ な している のが現状であ る よ う に思 う .

活動 を単発的にせず総合的な学びを創 り 出すためには， その学級の軸 と な る活動を子 ど

も と 教師 と で築いてい く こ と が大切であ る と 考え る . 軸 と な る 活動は， その学級の暮 ら し

と な り ， 子 ど も の興味・ 関心に基づ く 主体的な学びが生まれる と 考え る か ら で あ る .

そ こ で， 本研究では学級の軸 と な る活動を設定 し取 り 組む こ と に よ っ て， 真に主体的で

総合的な学びが生まれる か ど う かを明 ら かにす る . 取 り 上げる事例は， 学校周辺の 自 然環

境を活か し 「 さ んぽ」 を軸 左 して展開する 2 校 2 学級の実践であ る . なお， いずれの実践

も継続中 (2011 年 6 月 現在) である が， 1 年 3 ヶ 月 の成果 と して報告す る .

2 . 単元 「 さ んlま」のね ら い と 留意事項

2.1 単元のね ら い (毎時間共通)

いつ も の場所で， その 日 の 自 然に 目 を向け， 一人一人が 自 分な り にお も し ろい と 感 じ

る 「 も のJ í こ と 」 を見つけた り かかわっ た り する こ と を通 して， と き に は一人で， と き

に は友達 と 一緒に 自 分のや り たい こ と を探 した り ， そ こ で、の遊びを楽 しんだ り でき る .

2.2 留意事項

(1) 活動について

1) 継続的に行 う (少な く と も週 2 時間 は 「 さ んぽ」 の時間 を確保する)

2) よ り 広い活動範囲を保障する (子 ど も が 自 分の好き な場所を選択でき る よ う にする)

3) 具体的な活動を強要 しない (例 : í今 日 は， みんなで、カ エルを捕ま え よ う 」 と しなし 、)

4) 誰か と 一緒に何かをする必要はない (ただ し， 友 と のかかわ り を否定 しなし 、)

(2) 評価のあ り 方

1) 発見的に捉 え る (身に付いたすべての力 を学力 と 捉え る )

2) 言葉だけ に頼 ら ない (無意識の う ち に あ る 身体に も着 目 する)

3) 変化を捉え る (行為， 思い， 人 と のかかわ り の変化に着 目 する)



4) 自 分で決めて， 自 分で動き 出 し， 自 分でやっ てみ る 姿を大事にする

(3) 支援の あ り 方

1) 1共感する 」 と し 、 う 支援 (一緒にや り なが ら 感 じ た り 会話 した り する)

2) 1見守 る 」 と し 、 う 支援 (遊びを続け る ， 遊びを変え る ， 遊びを 自 分 自 身で決めてい く

こ と や， も のやこ と へのその子 な り のかかわ り を大切 にする)

3) 1誘 う (し 、 ざな う ) J と い う 支援 (教師が はま っ てし も 姿に安心感を与え触発する )

4) í く り 返す時 と 場を保障す る 」 と い う 支援

(4) その他

1) 子 ど も が感 じて いる こ と を教師 も 感 じ る (観察者 と い う よ り も ， 子 ど も と 同 じ よ う に

「 さ んぽ」 を している一人 と してその時 と 場を味わ う )

2) 子 ど も た ち の興味・ 関心や思いに よ り 活動 を創 り 出 してい く

3 . 実践での主なエ ピ ソ ー ド (戸隠小学校)

3. 1 活動の概要

(1)実践期間 : 2010 年 4 月 ""-'2011 年 6 月

(2)実践者 : 塩原孝茂

(助対象者 : 長野市立戸隠小学校 1�2 年生 (平成 22 年度入学児童) (24 名 )

(4)活動の概略

「 さ んぽ」 に出かけ る 場所は， 学校か ら徒歩約 5 分の水 田地帯であ る . 生活科の時間 と

して週 2�3 時間出かけ る ほか， 毎朝 20 分ほ ど 「朝の会」 の時間 も その場所で過 ご してい

る . 時折， 水田地帯の先 に あ る 諸沢川 に も行き ， 川 の 中 に入っ た り 山の斜面で遊んだ り す

る こ と があ る . 学校に戻っ て来て か ら 毎時間で、はないが， その 日 の 出来事で印象的で、あっ

た こ と を絵や言葉でスケ ッ チブF ッ ク に表 して い る .

子 ども た ちが行っ ていた主な遊びが表 1 であ る . こ れは， ほんの一例であ り ， 実際には

初冬のぬかっ た 田 んぼに足を踏み入れてそ の感触を楽 しんだ り ， ただ、雪の中 に顔を突っ込

んでみた り と ， íOO遊び」 と 名 前を付け られない こ と も多い.

表 1 r さ んぽ」 での主な遊び (戸隠小学校)

季節 主な遊び

1 年生の春
- 草花集め - 土手や畦を走 り 回る - 足湯(裸足で用水路に入る)

- カエル捕 り (素手) - カエル釣 り - 山菜と り ( ノ ビル， フ キ ノ トウ等)

- ア メ ンボ捕 り (素手) - 基地作 り (傘を使って) - 泥だんご作 り

1 年生の夏 - 水かけ(用水路や川 に入っ て) - カエル流 し (用水路にカエルを流 して下流で捕まえる)

- カナヘ ピ (子 ど も は 「カネチ ョ ロ 」 と 言 う : 以下， カネチ ョ ロ )捕 り

1 年生の秋
- バッタ捕 り - お昼寝 - 運動会 ごっ こ - く つつき虫(植物の種)

- 土手ジャンプ ・ 土手すべ り - ススキや蒲の穂の綿毛を飛ばす

1 年生の冬
- スケート(氷の上を長靴で滑る) - 土手ジャ ンプ - 土手すべ り - 土手のぼ り

- 雪玉遊び ・ お家遊び ・ フ キ ノ トウ 掘 り

2 年生の春
- 草花集め - 足湯 (裸足で用水路に入る) - 水かけ (用水路や川 に入っ て)

- 山菜 と り (ノ ヒ守ル， フ キ ノ トウ等) - 泥だんご作 り
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3.2 I さ んぽ」 の 中での身体

入学 して 5 日 目 ， こ の 日 は少 し足を伸ば して諸沢川 ま で出かけた. は じ めの う ち は水の

中 に手を入れた り ， 河原の石で遊んだ り していた子 ど も た ちであ る が， 担任が石を渡っ て

対岸に行 く の を見て， 多 く の子がつい て き たので あ る .

A 児は石渡 り をせず， 河原や山 の斜面で遊んで、いた. Iそ ろそ ろ学校へ戻ろ う か」 と い う

頃， A 児が坂道を駆け下 り てい っ た . ) 1 1 が 目 前になっ て も その勢いはかわ ら ない. その勢

いのまま A 児 は川 に落ちた. 膝ま で

んわん泣いたので あ る .

初夏の諸沢) 1 1 ， 子 ども た ちの 多く は上流部の大き な淵や流れの速い平瀬に集ま る よ う に

な っ た. そ こ に行 く ためには A 児の落ちたあた り から ， 川 の 中 を歩かな く てはな ら ない.

最初の頃は水に入 ら なかっ た A 児 も ， 友達に触発 されてか少 しずつ川 の 中 を歩 く よ う にな

っ ていた. しか しなが ら ， 流れに逆 ら う 歩き 方や大き な石のま た ぎ方な どは， いわゆ る “へ

っ ぴ り 腰" であ る . 決 して “ 自 然な歩 き 方" と はいえなかっ た.

秋の終わ り 頃， A 児は 田 んぼの畦や土手を走 り ま わっ ていた. あ る 田 んぼでの こ と であ

る . 畦の幅半分ほ どに水漏れ防止シー ト が置いて あ っ た. そ の シー ト を踏ま ないで、進むに

は， 歩 け る 幅は 15cm ほ ど しかない. 5m ほ ど続 く その細い道を A 児 は何ご と も ない よ う

に早足で淡々 と 進んでい っ たので、あ る .

その後， B 児 と 一緒にな り 追し 、かけ っ こ が始ま っ た . 全力で、畦を走っ て い る . 途中， 鋭

角 に曲が ら な ければな ら ない所が あ っ たが， A 児は さ ほ どス ピー ドを落 と す こ と な く バ ラ

ンス よ く 曲 が っ た. その姿には， 身体を コ ン ト ロ ールで、き ず川 に落ちた 4 月 の A 児の面影

はなかっ た.

3.3 教室に持ち込まれたカネチ ョ ロ

子 ど も た ち が 田 んぼで捕ま え る 生き 物は， カ エル， タ ニ シ， ア メ ンボ， ト ンボ， カネチ

ヨ ロ な ど様々 であ る . 1 年生の子 ど も た ち は捕ま えた生き 物 を持ち帰 る こ と が多い. カネ

チ ョ ロ も そ の一つで、あった. 毎朝， カネチ ョ ロ の入っ た水槽を持 っ て 「 さ んぽ」 に 出かけ

る C 児は， Iカネチ ョ ロ も一緒にお散歩J と 言い， 餌にな り そ う な ク モや小 さ なバ ッ タ を

と っ て水槽に入れていた.

7 月 に入 り ， カネチ ョ ロ が 3 個の卵 を産んだ. Iカネチ ョ ロ の親に卵を踏まれてはいけな

し リ と C 児は小 さ な水槽を家か ら持っ て き た. 夏休みに は， 親 と 卵両方の水槽を持ち帰 り ，

その世話を していた (カネチ ョ ロ は他の子も持ち帰った) . 夏休み明 け， カ ネチ ョ ロ と 卵は

再び教室に戻っ て き た. その数 日 後， カネチ ョ ロ の赤ちゃ んが誕生 したのである . 小 さ な

命を手に し， それを 自 分の顔にそ っ と 近づけ る 子 ど も たち で、あ っ た.

その頃か ら ， 子 ど もた ち は 「カネチ ョ ロ を水槽の外に 出 して あげたいJ I一緒に遊びたい」

と 願 う よ う に な っ たので、あ る . 教室の真ん中 に ブ‘ルーシー ト を敷き ， 草， 木切れ， お菓子

の箱， 麻の紐な ど様々 な も のが持ち込まれ， カネチ ョ ロ を水槽か ら 出 した り 戻 した り し な

が ら ， カ ネチ ョ ロ の遊び場 「カネチ ョ ロ ラ ン ドj ができ あ が っ てい っ た. の こ ぎ り で木を
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切 り ， それを釘で、打ちつけて 「お家」 を作っ た り ， 棒 と 棒の間に組を張っ て 「綱渡 り 」 を

で き る よ う に した り する 子がし 、た. ま た， 国語の教科書を調べなが ら 「カJ 1ネ」 ・ ・ ・ と

カ タ カ ナで看板を作る子 も いたのであ る .

最初にカネチ ョ ロ を 「カネチ ョ ロ ラ ン ド」 に出 した 日 の こ と であ る 1 田 んぼみたいに草

が あ っ た方がし W 、J と い う こ と で， ブルーシー ト の上には大量の草が置かれていた. カ ネ

チ ョ ロ は全部で 14 匹 1カネチ ョ ロ ラ ン ド」 に 出たカネチ ョ ロ は， す ぐ さ ま 草の 中 に も ぐ

っ てい っ たので、あ る . それで も ， 時折姿を見せるカネチ ョ ロ を 自 分の作っ た “遊具" に連

れてき て， 1ほ ら ， 遊んでる」 と 大喜びの様子で、あった. その時間の最後の こ と であ る . 水

槽にカネチ ョ ロ を戻そ う と する が ， カネチ ョ ロ が見つか ら ない. 全部で 14 匹いたカネチ

ヨ ロ であ る が， 水槽に戻 したのは 8 匹だ、けで、あ っ た 1あ と ， 何匹い る んだろ う ? J と 子

ど も た ち の 中 か ら 声が上が る . 16 匹」 と 言 う 子がいれば 14 匹」 と 言 う 子 も い る . その う

ち に D 児は， 14 匹のカネチ ョ ロ の絵を黒板に描き ， 見つかっ た分だ、けOを してい っ た.

3.4 雪の性質

冬には積雪が 1m ほ どに達する . 吹雪の 日 に は風に背 中 を 向 けて歩き ， 晴れた 日 には 白

い息を はき なが ら 田 んぼに向かっ てい く 子 ど も た ちであ る .

2 月 下旬 の あ る 日 の こ と であ る . 田んぼへ向 か う 子 ど も た ち は， 校庭を “這い這し 、" し

て歩いていた. それには理由 が あ る . それま でかた く 締ま っ ていた雪が， 前 日 の暖か さ と

雨でゆ る み， 歩 く たびに是がズボズ、ボ と 埋ま っ て し ま い歩き に く かった. そ こ で、 「埋ま ら

ずに前に進む方法J と して子 ど も たちが考えたのが 「這い這し 、」 であ っ た . 1同 じ重 さ で も ，

雪 と 接す る 自 分の面積の大 き さ を変 え る と 埋ま ら なし リ と い う こ と について ， 無意識の う

ち に気付いてい る 子 ど も た ち で あ っ た .

ま た， 積 も っ た雪のかた さ に よ っ て， 子 ど も た ち の遊びは違 う . かたま り やすい雪であ

れば， 雪玉を作っ て雪合戦を した り ， 雪だる ま や雪 う さ ぎを作っ た り する . かたま り に く

い雪であれば， ジャ ンプ して雪に埋も れて遊ぶ. E 児は， そのかたま り に く いやわ ら かな

雪の 中 に顔を入れて， し ば ら く 動かない. そ して， 1雪が “ ピチ ピチ" 言 っ て る 」 と 言っ た

のであ る . それは， 顔の熱に よ っ て雪が解け る音で、あ っ た .

「圧力 J 1融解」 と し 、っ た こ と について， 子 ど も た ち は頭で、知 っ て い る わけではない. し

か し， 子 ど も た ち は雪の性質やそ こ にあ る科学性を身体で感 じ， それに応え る よ う に遊ん

でい る .

4 . 実践での主なエ ピソー ド (山形小学校)

4. 1 活動の概要

(1)実践期間 : 2010 年 4 月 "-'2011 年 6 月

(2)実践者 : 大熊 望

(3)対象者 : 東筑摩郡山形村立山形小学校 1�2 年生 (平成 22 年度入学児童) (29 名)

(4)活動の概略

一 105一



最初に 「 さ んぽ」 に出かけた場所は， 学校か ら徒歩約 10 分の大き な土手の あ る水 田 で

あ っ た. 子 ど も たち草花で遊んだ り 土手を転が っ た り して遊んでいた. しか し， 次第に思

い切 り 水遊びのでき る用水路を求め る よ う に な っ た こ と や， そ の 田 んぼの近 く が工事にな

っ て し ま っ た こ と か ら， そ こ か ら 5 分ほ ど離れた水 田 が新 しい遊び場 と な っ た. 冬 に な る

と その水田 の北側にあ る 山 に入っ て い る 子 も 出始めた. ま た， 2 年生にな っ てか ら は， 地

域の方か ら 1 枚田 んぼを借 り て ヒ マ ワ リ を育てた り ， 泥で遊んだ り も している (後述) • 
生活科の時間 と して週 2"-'3 時間 出かけている . 学校に戻っ て来てか ら ， 毎時間その 日

の 出来事で、印象的で、あ っ た こ と を 「 さ んぼのた か ら 」 と して， 絵や言葉でス ケ ッ チブF ッ ク

に表 してい る . 子 ど も た ちが行っ ていた主な遊びが表 2 であ る ( 100遊び」 と 名前をつ

け られない こ と については表 1 と 同様) • 
表 2 r さ んlま」 での主な遊び (山形小学校)

季節 主な遊び

1 年生の春
- 草花集め - 土手や畦を走 り 回る - 足 (裸足で用水路に入る - カエル捕 り (素手)

- タ ニシ捕 り - タイ コ ウ チ， コ オイ ム 、川甫 り (素手) - ノ ビ、ル採 り

1 年生の夏
- チ ョ ウチ ョ 捕 り (素手) - トンボ捕 り (虫網) - 水かけ (用水路に入っ て)

- サ ワ ガニ捕 り (素手)

1 年生の秋
- く つ つき虫(ア メ リ カセ ンダングサ)遊び ・ 泥遊び ・ 基地作 り (傘を使って， 斜面を生

かして隠れ家作 り ) - 土手ジャンプ ・ 草花遊び

1 年生の冬
- スケート (氷の上を長靴で滑 る ) - 氷 と り - 氷柱探 し - 土手すべ り - 雪合戦

- 雪の滑 り 台作 り - 宝 (大きな氷の塊)と り - 山の探検 - おにご、っ こ

2 年生の春
- 草花集め - 足湯(裸足で用水路に入る ) - サー フ イ ン (用水路での遊び)

- 山菜 と り ( ノ ピ、ル， フキノ トウ) - ひなたぼっ こ

4.2 1 よ も ぎだん ご」 作 り

(1) 家庭科室を探 しての判交探検

5 月 連休明けの月 曜 日 ， 担任が祖母に作っ て も ら っ た 「 よ も ぎ、だ、ん ご」 を学級に持っ て

い き ， みんなで食べた 1保育園の時， みんなで 「 よ も ぎだん ご」 作っ た よ 」 と し サ 子がい

た り ， 自 分た ち の通っ て い る 田 んぼに ヨ モギが あ る こ と を知 っ ていた り した (生の ま ま 葉

を食べていた) こ と か ら ， 自 分た ち で 「 よ も ぎ、だ、んご」 を作る こ と に な っ た. 保育園や家

での経験か ら 作 り 方を出 し合い， その週の水曜 日 に 「 よ も ぎだん ご」 を作る こ と が決ま っ

た. そ こ で問題 と な っ たのが， 1料理をす る 部屋 (家庭科室) を， 他のク ラ ス が使 う こ と に

な っ ていなし 、か ど う か」 と い う こ と で、あ っ た .

ど こ に 聞 き に行けばいいのかわか ら なかったが， 1食べ物の こ と 」 と い う こ と で給食の先

生 (栄養土) に聞いてみる こ と にな っ た . 給食室の入 口 が分か ら ないため， 職員室に行っ

てみた. ち ょ う ど栄養士がいて， 子 ど も た ち が事情を話す と 1 枚の紙を持っ て き て く れた.

「水曜 日 は， 3 時間 目 と 4 時間 目 が 6 年 1 組の時間になっ て る よ . 小谷先生に聞いてみて」

と 言われた のであ る . 休み時間に 6 年 1 組の教室に行ってみ る が誰 も いない (修学旅行の

出発式の最中で、あ っ た) . そ こ で， 職員室の廊下で、待っ てみる こ と に したのであ る .

しか し， どの先生が小谷先生だかわか ら ない. 廊下を通 る 先生を見つ け る たび 「小谷先

生ですか ? J と 聞 く 子 ど も た ち で、あ っ た 1小谷先生は男の先生だ、よ 」 と 話 して く れる職員
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も いて， 小谷先生を探 し始めて 20 分後， 何 と か小谷先生に 出会 う こ と がで き た. そ の よ

う な学校探検に よ っ て， 家庭科室を使用 で き る よ う になっ たので、あ る .

(2) よ も ぎだん ごの詩 ( う た)

家庭科室を借 り る 時か ら ， I よ も ぎ、だ、ん ご」 ができ あ が る ま での 聞 に子 ど も たち か ら 出て

き た言葉や， でき あ が っ た後に子 ど も た ち か ら 出 て き た言葉， 感想な ど を黒板に綴 っ た と

こ ろ， それは 1 つの詩 と な っ ていた.
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4.3 家に持ち帰る ノ ビル

子 ど も た ち の通っ ている 田 んぼには， あ ち こ ち に大量の ノ ビ、ルが あ る . 最初の頃はその

場で喜んで、抜 き ， 皮をむいて食べ る 子 ど も た ち で、あっ た. しだい に家に持ち帰る子が出始

めた I さ んぽ」 に行っ た翌朝 に は 「昨 日 ， お母 さ んが ノ ビルをお味噌汁に入れて く れた よ J

「家族みんなで食べたよ」 と し 、 う 話が子 ど も た ち か ら 出て く る .

保護者か ら は 「毎回た く さ んの ノ ビルが届 き ます. 味噌 をつけてそのま ま食べ る だ、けで、

はな く ， 味噌汁に入れた り ， 細か く 刻んで、納豆に入れた り して， い ろい ろ な食べ方を考え

て楽 しんで、いますJ I た く さ ん ノ ビルを持っ て帰っ て き たので、 ど う する のか と 思っ た ら ， 自

分で ピカ ピカ にな る ま で、洗っ て， 家族みんなの分の小皿を用意 して盛 り つけ， その上にマ

ヨ ネーズをかけて夕食の一品 に して く れま した. 薄皮 もむいて ない し， 根っ こ も ついたま

ま だ、っ た け ど， 我が子の も て な し が嬉 しかっ たで、す」 と い う 反応が あ っ た.
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4.4 自 分た ち の 田んぼ

(1) バー ド、テープツレ作 り

2 月 ， 教室前の庭にあ る 2 本の木に大量の鳥が止ま っている こ と に， 子 ど も た ち は気が

ついた. 最初はスズメ か と 思っ ていたが， その数の多 さ に外に出てみる と 「虫みたいな鳴

き 声J Iお腹がぽに よ んJ Iお姫様の王冠みたいな髪型J I し つ ぼが黄色j と ， 見た こ と の な

い烏に興味を示 した. そ の 日 ， 給食に出たみかんを棒に挿 して花壇に 立てた り ， その木の

下に立てかけた り して鳥に餌をやろ う と す る 子 も いた.

次の 日 ， 何人かの子が図鑑を持っ て き て調べた と こ ろ， その鳥は 「キ レ ン ジ ャ ク 」 だ と

い う こ と が分かっ た. また， 別の子たち は図書館で餌の こ と を調べて き て ， 輪切 り に し た

みかんを家か ら持っ て き て枝に さ した. そ して， テ ラ ス にあ っ た板や薪を組み合わせて，

餌台 (バー ド、テーブ、ル) を作 り 始めたのであ る . しか し， 手元に あ る材料だ、けで作っ た餌

台は不安定で、あ り ， 餌 ( り ん ごやみかん) を乗せ る と 落ち て し ま っ た. 子 ど も た ち は必要

な材料を求めて 自 ら用務員の先生にお願いに行 き ， 廃材の板， 釘を鋸， 金槌 と い っ た材料

と 道具を借 り て き て本格的なバー ド、テーブル作 り が始ま っ た .

ノ〈ー ドテーブルがで、き あが り ， り ん ごやみかんを鳥が食べやすい よ う に切 ろ う と 職員室

に包丁 を借 り に行っ た時， 養護教諭に 「何をする の」 と 質問 さ れ， 子 ど も た ち はバー ドテ

ーブ、ルの こ と を伝えた. する と 養護教諭は 「私が よ く 行 く お屈に もバー ドテーブルがあ っ

て， そ こ では果物や ヒ マ ワ リ の種を餌に している よ」 と 子 ど も た ち に話 したのであ る .

(2) ヒ マ ワ リ を育て る 場所

2 年生にな り ， 前年度の養護教諭の言古か ら 「今年は， ヒ マ ワ リ を育てて種を と り たし 、」

「 ヒ マ ワ リ の種を餌に して， も っ と いろ い ろ な鳥に も き て ほ しし リ と 願い， ヒ マ ワ リ を育

て る こ と が決ま っ た.

ヒ マ ワ リ を育て る場所 と して， 子 ど も た ち は 「今まで、通い続けた 田 んぼの ど こ かがし \].; \J 

と 考えていた. 5 月 のあ る 日 ， いつ も の よ う に 「 さ んぽ」 に 出かけた時の こ と であ る . I先

生， お じ さ ん， 田 んぼを貸 して く れる っ て」 と F 児 と G 児が走っ てやっ て き た. F 児 と G

児が畑仕事を しているお じ さ んに， I ヒ マ ワ リ を育てたいので， 空いてい る 田 んぼはあ り ま

せんか」 と 聞いた と こ ろ， お じ さ んか ら 「親戚 (ゅ う 子 さ ん) の 田んぼが空いて い る か ら

使 え る と 思 う よ . 聞いてみて ご ら ん」 と 話が返っ て き た よ う であ る .

次の週， F 児 と G 児の話を聞いた子 ど も た ち は， I 田 んぼの持ち主 さ ん探 し」 を始めた.

分かっ ている こ と は， 田 んぼの場所 と 地主 さ んの名前であった. 子 ど も たち は， まずお じ

さ ん と 出会 っ た場所に足を運んだ. 偶然であ る が， そ こ でま たお じ さ んに会 う こ と ができ

た. そ こ には， おばさ ん も 一緒にいた. する と H 児がおば さ んに 向 っ て 「ゅ う 子 さ んです

か ? J と 聞いた. する と ， そのおば さ んは 「あっ ちにいる よj と 地主 さ んのいる場所を教

えて く れたのだ. H 児は大喜びで 「 こ っ ち に い る っ て」 と 大 き な声でみんな を呼んだ. そ

の後， 地主 さ ん と 会 う こ と がで き た Iゅ う 子 さ ん， ヒ マ ワ リ 畑を作 り たいので田んぼを貸

して く だ さ い」 と い う 子 ど も たち に， 地主 さ んは 「 ど う ぞ， ヒ マ ワ リ 畑楽 しみだね. 回 ん

- 108-



ぼでた く さ ん遊んで、ね」 と 田 んぼを貸 していただける こ と にな り ， 子 ど も た ちは 自 分た ち

の手で 自 分た ち の 田んぼを手に入れ， ヒ マ ワ リ 畑に向 けての活動が始ま っ た.

5 . 研究の成果 と 考察

13J 及び 14J の 「実践での主なエ ピ ソ ー ド」 を中心に 2 校 2 学級での実践を， I さ ん

ぽ」 の学習内容や他教科への広が り と し 、 う 視点で整理 したのが表 4 であ る . I さ んぽ」 が，

実に様々 な活動や学習内容を生み出 している こ と がわかる .

「 さ んぽ」 を は じめた頃の子 ど も たちは， 目 の前に あ る 動植物 と かかわ っ た り ， 水や土

の感触 を楽 しんだ り する . しか し ， I さ んぽ」 を続け る う ち に子 ど も た ち の視野は広が り ，

空や遠 く の景色 と いっ た 自 然， 社会や人に も 目 が向 く よ う に も な っ て く る のであ る . ま た，

表 4 学習内容や他教科への広が り の例

教科 ・ 内容等 戸隠小学校 山形小学校

(1)学校と生活
- 行き帰 り の道中の安全 - 行き帰 り の道 中 の安全
- 家庭科室の利用 - 家庭科室の利用(学校探検)
. [さんlま」 についての会話 . [さんぽ」 についての会話

生 . [ふきのとう のおひたし」 作 り . [よもぎだんご」 作 り (学校か
活

科
(沙家庭と生活 (学校か ら家庭で) ら家庭で)

- 学校で採っ たものを家で料理 - 学校で採っ たものを家で料理

廿k内』 - 汚れた服を一緒に洗濯する家族 - 汚れた服を一緒に加害する家族

- 農業をする方々 と田 んぼ
- 農業をする方々 と田 んぼ

(砂地域と生活
- 毎 日 出会 う 郵便局の方々

- ヒ マ ワ リ の種や肥料を買いに出
かけたお庄の方々

- 用水路， 河原での遊び(管理さ
- 用水路， 広場での遊び(管理さ

(4)公共物と公共施設の利用 れていることへの気付き)
- デイ サー ビス セ ン タ ーでの発表

れているこ とへの気付き)

(砂季節の変化と生活
単元の主たるねらい

刀
さ

ミ (ω 自 然やものを使った遊び

れ (の動植物の飼育 ・ 栽培
- カネチ ョ ロ ・ カエル ・ タ ーシ - カエル ・ ドジ ョ ウ ・ カニ

て - ア ゲハ ・ タ ンポポ - ヒ マ ワ リ
し 、

- 友達との “ こ っ" についての情
- 友達との “ こ っ" についての情

る 報交換
項目 (8)生活や出来事の交流

報交換(例 - ノ ピ、ル笛の音の出
- 作業をする方， 保育園の園児(さし方)

んぽ中)との会話
- 作業をする方との会話

- 自 分たちの 田 んぼを借 り る

(9) 自 分の成長
. [00ができるよう になっ た」 . [00ができるよう になっ た」

自 分への気付き 自 分への気付き
- ひ らがな， カ タ カナ(出会っ た - ひ らがな， カ タ カナ(出会っ た

ものを文字にして表 し たいと もの を文字i三 し て表したいと
国語 い う 欲求) い う 欲求)

- 詩(田 んぼ) - 詩(よもぎ、だんご)
- 出来事を話す - 出来事を話す
- ひき算(カネチ ョ ロ か ら ) - たし算(水槽に入れるカエル)

算数 - あまり のあるわ り 算(たくさん - ひき算(木に止まっ ているキ レ

他
教
科

等

採 っ たノ ピ、ルを分ける) ンジャク )
音楽 . [カエルの合唱J [虫の声j . [さんlま」 の歌(オ リ ジナル)

図工 - カネチ ョ ロ ラ ン ド作 り - バー ド、テーブ、ル作 り
. [さんぽ」 の絵 . [さんぽ」 の絵

体育
- バ フ ンスのとれた身体 - バ フ ンス のとれた身体
- 基本の運動 - 基本の運動

理科 ・ 社会 ・ 家庭科等
- 雪の性質 . �Ii(の洗濯
- 天気と雲(天気予報) - お唐屋さんへの行き方

道徳
- 自 分の体験を語る時のより どこ - 自 分の体験を語る時の よ り どこ

ろの 1 つ ろの 1 つ
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「 さ んぽ」 での解放感は， I 自 分や り たい こ と をやれる J I言いたい こ と を言 え る 」 と い う

学級文化を築いてい く . 視野の広が り に よ る 新たな興味 ・ 関心 と 「や り たい こ と をやれる」

と し 寸 学級文化が， I さ んぽ」 を軸 と す る 活動を総合的に広げてい る よ う に考える .

しかも， それは教師に よ っ て与え られた も のではな く ， 子 ど も が主体 と な っ て創 り 出 さ

れ る も のなのであ る . 実践する教師の感覚か らする と 「活動を広げよ う 」 と 意識はあま り

な く ， 結果 と して 「知 らず知 らずの う ち に活動が広が っ てい る 」 のであ る .

6 おわ り に

冒頭に も記 した よ う に現場での生活科の実践は， 網羅的 ・ 単発的 な も のが多いのが現状

で あ る . 木村 (2008) は， 生活科の特性を 「①教科の学問的背景を も たない こ と . ②学習

者 自 身を学習対象 と する こ と . ③体験や活動を通す こ と に よ っ て学習が成 り 立つ こ と J I子

ど も が身に付けた力のすべてを学力 と みなす 「全人的学力観J J と 述べている . 現場での実

践の多 く が網羅的 ・ 単発的にな っ ている のは， こ の 「授業観J I学力観J I子 ど も観」 が よ

く 理解 さ れていない こ と に起因す る と こ ろが大き い と 考え る .

し か も ， その特性を よ く 理解 しない教師は 「週 3 時間の生活科の時間ででき る こ と は何

か」 と 考えが ちだ. だか ら， Iあれもや ら な く てはいけなし リ 「 こ れ も や ら な く てはいけな

し リ と 活動ばか り に 目 がい き ， 本来大事に しな く てはな ら ない子 ど も の学びや育ち を捉え

る こ と がおろそかになっ て しま う のであ る .

だか ら こ そ大事に したいのが， 軸 と な る活動を据え る こ と であ る . 時間に追われる こ と

な く ， じ っ く り 1 つの こ と に取 り 組む こ と に よ り ， その活動は 自 ず と 生活科 と しての多く

の学習内容や他教科の内容へ と 広が っ てい く . 教師は子 ど も と 共に活動 し なが ら長いスパ

ンの中で学びや育ち を捉えてい く こ と ができ る . 今回その こ と が明 ら かになった.

また， 塩原 (2002) は 「野鳥 と 4 年間を共に した学級」 の追跡調査の結果か ら ， 軸 と な

る 活動は小学校時代を象徴する も の と な り ， 心に刻まれてい る こ と を 明 ら かに している .

そんな点か ら も ， 軸 と な る活動を据えた学習の意味や価値は大 き い と 言え よ う .
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